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223,014人人口 （令和７年４月１日現在）

93.83㎦面積

1.158昼夜間人口比率

財政力指数 1.176

市の木 もみじ 市の花 さつき

区分 面積 人口

市街化区域 3173.0ha 203,628人

市街化調整区域 6211.0ha 22,086人

■ 区域区分別面積及び人口

出展：令和元年度都市計画基礎調査解析業務報告書

1.33就従比 （R2国調）
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１．厚木市の概要
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（R2国調）



●中心市街地（本厚木駅周辺）

●丹沢山系（大山）

●あつぎ温泉郷（飯山・七沢地区）

１級：６河川
準用：３河川
普通：２３河川

１．厚木市の概要

都市的機能と自然がコンパクトにまとまった都市
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⚫豊かな自然に恵まれる一方で、
自然災害が発生する危険性も併
せ持っている

⚫北西部に丹沢山地が広がり、市域の北
西から南東にかけて緩やかに傾斜

⚫東側には相模川が流れているほか、多くの
河川が流れており、平野が開けている
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１．厚木市の概要

厚木市の特性
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⚫多様な災害への対応

⚫「防災・減災対策」の推進

⚫「復興事前準備」の取組の推進

⚫誰もが安心して安全に暮らせる“

災害に強い都市”の実現を目指す
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２．計画の策定

厚木市防災都市づくり計画の目的
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２．計画の策定

背景



２．計画の策定

経緯

第１章 コンパクト・プラス・ネットワークとは

第２章 目標と基本的な方針

第３章 都市機能に関する取組

第４章 居住に関する取組

第５章 公共交通に関する取組

第６章 安全に関する取組（防災指針）

第７章 目標の設定と進行管理

資料編

【厚木市コンパクト・プラス・ネットワーク推進計画の構成】
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２．計画の策定

経緯
目標 基本的な方針 施策等

誰
も
が
快
適
に
移
動
で
き
、

地
域
で
暮
ら
し
続
け
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

“人
に
や
さ
し
い
都
市
”
を
目
指
し
ま
す

基本方針４
まちなか・住まいの安全性を向上する

基本方針１
まちなかの活力とにぎわいを維持・向
上する

基本方針２
住宅地の魅力を維持・向上し、多様
な居住を促す

基本方針３
双方向のバス路線をいかし、利便性
を維持・向上する

都市機能に関する取組

安全に関する取組
（防災指針）

公共交通に関する取組
（地域公共交通計画）

居住に関する取組

拠点

安全

公共
交通

居住
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２．計画の策定

⚫ 令和２年 ７月10日 防災コンパクト先行モデル都市に選定
⚫ 令和２年 ８月19日 WEB会議

・居住誘導区域の設定の市の考え方
・リスクの分析方法（中高頻度・高頻度の浸水）
・スケジュールの確認

⚫ 令和２年 ９月15日 現地視察
・家屋倒壊等氾濫想定区域（上依知地区）
・土砂災害区域（鳶尾、みはる野、まつかげ台地区）

⚫ 令和２年10月22日 Web会議
・リスク分析と取組方針

⚫ 令和２年12月15日 Web会議
・防災指針（案）の確認

コンパクトシティ形成支援チーム 防災タスクフォースとの検討経過

⚫ 防災指針の策定に当たっては、防災コンパクト先行モデル都市に選定されたことにより、国土交通省都
市局都市計画課などからアドバイスを受けた。

⚫ 防災タスクフォースにおいて、リスク分析や対応方針の検討を実施し、他のモデル都市間との情報交換
が行われた。それらの結果を踏まえ防災指針を策定した。

【防災指針策定の経過】

経緯
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２．計画の策定

計画の策定体制
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２．計画の策定

⚫庁内勉強会の開催

・復興事前準備の必要性を意識付け。

・国からの伴走支援を受ける。

⚫地区意見交換会の開催（15地区で実施）

・各地区の意見を伺うために意見交換会を実施。

・地域ごとに取りまとめた方針図等を作成し、

復興まちづくりの地区ごとの方針を定める。

計画策定のプロセス
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３．計画の内容

計画の位置付け
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計画の構成

３．計画の内容
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３．計画の内容

計画の基本方針と取組方針
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３．計画の内容

計画の基本方針と取組方針
地震 洪水 内水 土砂災害
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３．計画の内容

地域ごとの取組
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３．計画の内容

取組例

災害リスクの高いハザードエリア

（土砂災害特別警戒区域、

家屋倒壊等氾濫想定区域等）

からの住宅を移転する際の費用の

一部を補助する制度を設けていま

す。

厚木市居住誘導区域（がけ地近接等危険住宅）移転事業
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３．計画の内容

計画の基本方針と取組方針
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３．計画の内容

復興まちづくりの考え方

■厚木市の将来都市構造

将来の都市構造を踏まえた復興

「厚木市都市計画マスタープラン」に
おいて想定する将来人口を踏まえ、
適切な規模による市街地の復興を
進めるとともに、「厚木市コンパクト・
プラス・ネットワーク推進計画」の趣旨
を踏まえ、復興とともに居住誘導区
域への緩やかな誘導を図ることとして
います。
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３．計画の内容

復興まちづくり手法のタイプ

土地利用や基盤整備の状況に応じた５つの
復興まちづくり手法を設定しました。
災害により大きな被害を受けた場合には、この
手法に基づき復旧・復興を推進します。

■復興まちづくり手法による地区分け
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３．計画の内容

都市復興の計画策定に向けたプロセスの整理
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３．計画の内容

早期復旧・復興のための体制の構築
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３Ｄ都市モデルの活用

■ ３Ｄデジタルマップの浸水想定■これまでの二次元の浸水想定

「あつぎ３Ｄデジタルマップ」を厚木市ホームページで公開。洪水浸水や土砂災
害などの情報が３Ｄで直感的に理解できる。

４．計画推進の取り組み
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４．計画推進の取り組み

復興まちづくり訓練

■庁内復興まちづくり研修の様子(厚木市）

⚫復興まちづくりに対応できる職員を育成するため、復興まちづくりへの理解と知
識を得るための復興訓練の実施。
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４．計画推進の取り組み

復興まちづくり訓練

⚫平時から市民に被害想定や復興まちづくりへの理解を深めてもらうとともに、
市民、行政で地域ごとの復興まちづくりの方針を検討、共有するための「復興
まちづくり訓練」の実施。

■地域復興まちづくり訓練の様子
(厚木市相川公民館)

■神奈川新聞掲載



30

４．計画推進の取り組み

各イベントへの出展や講演会の開催

■３Ｄマップ操作体験の様子
(市民交流プラザ)

■イベント（緑のまつり）
(厚木中央公園)

■デジタルサイネージ
(駅前)

⚫市で主催するイベントへ出展し、ブース内で３Ｄデジタルマップの操作体
験を行う。
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４．計画推進の取り組み

各イベントへの出展や講演会の開催

■イベント（被災地報告会）
(神奈川工科大学)

■講和（防災とSDGs）
(有馬高校)

■講和（上飯山老人会）
(自治会館)

⚫自治会や小学校ＰＴＡ、高校生などに防災都市や復興について講演を行う。

■小学校ＰＴＡに向けた説明の様子
(厚木市妻田小学校)■神奈川新聞掲載




